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[国際防I人道支援フォー-ラム減災シンポジウム1
毘罰震罰LEヨ喜三同

後主義》が19，日、神戸市l内であった。薬品日本太

揮災やインド洋犬津波を教司Ifに湾波対策や復
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20'12/滅災シンポ~ウムJ cひょうご震災記

念21世紀研究機構芯ど主催、朝!回新i駒社など
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かわた・よしあき 02年
から現職。 |関西大社会安全
学部長6兼務。 |国e70苧央J肪
興盆識の地震 e著者波対策専
門調査省座長も務、めた。

すがわら・ しげる気仙
沼市街身。水産会社挫長、

衆l院一議員秘禽ti$.どを経て
20110$4月&り現職。
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東北大院教授今村文彦氏

いまむら・ふみひこ
東北大学大学院教授(津
波工学)0 I園の中央防災
会議の地震・津波対策専

門調査会委員なども務め
た。

犬切なのほ、技術だげではな
く、線6表するごとだ。
安政南海地震の伝承「稲むらの

火』ぬ浜口椿陵は私尉を使って村
泳三を麗い、村を守る堤防を造っ
た。浜口の本当の偉業地、稲わ1ら

を燃やして村人を守うたことより
も、村の復興を果たした点にある
と思う。

災害に強い社会をうくるため
に、復i[白骨復興時に、次の災害に
対する被害抑止・J防災、滅災を考

えないといけない。

津波対策、木切なのは「継承J国
歴史かち復興や防災民ついて学

んでいる。
岩手県宮古市の田老町では明治

と昭和の津波被害を受け、 L字形
のl防潮堤を造ヲた。その後、構造

Jkの考え怯継承されず、 X字形の
構造応したことで、今由の津波で
は破援さ、れた。

仙台平野に伊達政宗が造った貞
山堀(ていさんぼり)の凸白は、
l直角に来だ津波の力を減少させ、
スピ』ドも遅らせた。多量防御
だ。


